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商品市況展望  

平成 25 年 3 月 3 日記 

 この週末から、この週末から、この週末から、この週末から、3333 月相場入りした月相場入りした月相場入りした月相場入りした。 

米国市場の週末＝月初は、金 5.8 ドル安、プラチナ 10 ドル安、原油 1.37 ドル安など下落して

いるが、為替は 93 円台半ばへと 1 円以上の円安であるため、国内換算価格は比較的堅調となっ

ている状況だ。 

 ともかくアベノミクスによって円安へと転換した日本経済は、ともかくアベノミクスによって円安へと転換した日本経済は、ともかくアベノミクスによって円安へと転換した日本経済は、ともかくアベノミクスによって円安へと転換した日本経済は、11111111 月の月の月の月の 78787878 円台→円台→円台→円台→92929292～～～～94949494 円台円台円台円台

へと円安になり、株価もへと円安になり、株価もへと円安になり、株価もへと円安になり、株価も 7,8007,8007,8007,800 円→円→円→円→11,60011,60011,60011,600 円まで上昇したわけで、商品市場も円まで上昇したわけで、商品市場も円まで上昇したわけで、商品市場も円まで上昇したわけで、商品市場も 2222 月初めまでは月初めまでは月初めまでは月初めまでは

急騰を演じていたわけだ急騰を演じていたわけだ急騰を演じていたわけだ急騰を演じていたわけだ。 

 

 もっとも株が上がるのはどこからも批判は出ないわけだが、商品相場の急騰＝物価高は如何に

デフレ経済からの脱却といえども、やはり各方面からの批判は浴びやすいわけだ。インフレ目標

の 2％は良いとしても、20％も 30％も上がっては、ハイパーインフレになるぞと批判を浴びる。

円安も円安も円安も円安も目先は目先は目先は目先は一服した一服した一服した一服した事だし、事だし、事だし、事だし、またまたまたまた 3333 ヵ月ヵ月ヵ月ヵ月間も間も間も間も続いた高騰相場だっただけに、続いた高騰相場だっただけに、続いた高騰相場だっただけに、続いた高騰相場だっただけに、2222 月は大きな調整月は大きな調整月は大きな調整月は大きな調整

局面局面局面局面となったわけだとなったわけだとなったわけだとなったわけだ。 

 それぞれ、銘柄ごとに天井を付けた順に並べ、下落率を示したのがこれだ。 

 

コーンコーンコーンコーン        2/52/52/52/5    28,17028,17028,17028,170 円円円円    →→→→    2/272/272/272/27    26,08026,08026,08026,080 円円円円    2,0902,0902,0902,090 円の下落、円の下落、円の下落、円の下落、7.47.47.47.4％の下落％の下落％の下落％の下落    

大大大大豆豆豆豆            2/62/62/62/6    55,45055,45055,45055,450 円円円円    →→→→    2/282/282/282/28    50,15050,15050,15050,150 円円円円    5,3005,3005,3005,300 円の下落、円の下落、円の下落、円の下落、9.59.59.59.5％の下落％の下落％の下落％の下落    

ゴムゴムゴムゴム            2/62/62/62/6    337.8337.8337.8337.8 円円円円    →→→→    3/13/13/13/1    283.0283.0283.0283.0 円円円円            54.854.854.854.8 円の下落、円の下落、円の下落、円の下落、16.216.216.216.2％の下落％の下落％の下落％の下落    

金金金金                2/72/72/72/7    5,0815,0815,0815,081 円円円円    →→→→    2/212/212/212/21    4,694,694,694,692222 円円円円            383838389999 円の下落、円の下落、円の下落、円の下落、7.7.7.7.6666％の下落％の下落％の下落％の下落    

白金白金白金白金            2/82/82/82/8    5,3005,3005,3005,300 円円円円    →→→→    2/262/262/262/26    4,7254,7254,7254,725 円円円円        575575575575 円の下落、円の下落、円の下落、円の下落、10.810.810.810.8％の下落％の下落％の下落％の下落    

灯油灯油灯油灯油            2/122/122/122/12    88882,0302,0302,0302,030 円円円円    →→→→    3/13/13/13/1    71,66071,66071,66071,660 円円円円    10,37010,37010,37010,370 円の下落、円の下落、円の下落、円の下落、12.612.612.612.6％の下落％の下落％の下落％の下落    

ガソリンガソリンガソリンガソリン    2/132/132/132/13    82,25082,25082,25082,250 円円円円    →→→→    3/13/13/13/1    74,00074,00074,00074,000 円円円円    8,2508,2508,2508,250 円の下落、円の下落、円の下落、円の下落、10.010.010.010.0％の下落％の下落％の下落％の下落    

原油原油原油原油            2/132/132/132/13    66,46066,46066,46066,460 円円円円    →→→→    3/13/13/13/1    59,93059,93059,93059,930 円円円円    6,5306,5306,5306,530 円の下落、円の下落、円の下落、円の下落、9.89.89.89.8％の下落％の下落％の下落％の下落    

 

 元々、強くはないよ！とコメントしてきた穀物が天井の先陣を切り、早くから急騰を始めて元々、強くはないよ！とコメントしてきた穀物が天井の先陣を切り、早くから急騰を始めて元々、強くはないよ！とコメントしてきた穀物が天井の先陣を切り、早くから急騰を始めて元々、強くはないよ！とコメントしてきた穀物が天井の先陣を切り、早くから急騰を始めて

いたゴムが続き、貴金属・石油製品の順に天井を打って、雪崩のように下げたのがいたゴムが続き、貴金属・石油製品の順に天井を打って、雪崩のように下げたのがいたゴムが続き、貴金属・石油製品の順に天井を打って、雪崩のように下げたのがいたゴムが続き、貴金属・石油製品の順に天井を打って、雪崩のように下げたのが 2222 月相場で月相場で月相場で月相場で

あるあるあるある。 

 結果論だが、節分過ぎに天井を打って崩れたのだから、結果論だが、節分過ぎに天井を打って崩れたのだから、結果論だが、節分過ぎに天井を打って崩れたのだから、結果論だが、節分過ぎに天井を打って崩れたのだから、まあ｢節分天井｣と称しても良かろう。まあ｢節分天井｣と称しても良かろう。まあ｢節分天井｣と称しても良かろう。まあ｢節分天井｣と称しても良かろう。

そうであれば、格言から言えば｢節分天井、彼岸底｣であり、調整の終そうであれば、格言から言えば｢節分天井、彼岸底｣であり、調整の終そうであれば、格言から言えば｢節分天井、彼岸底｣であり、調整の終そうであれば、格言から言えば｢節分天井、彼岸底｣であり、調整の終了は了は了は了は 3333 月月月月 20202020 日前後？日前後？日前後？日前後？    

 

そこまで相場が単純に動くのならば苦労は無いゆえ、あくまでも参考程度にとどめるしかない

が、…中略… 

 

 ただし気になるのは、週末に出た｢米歳出強制削減｣の回避に失敗｢米歳出強制削減｣の回避に失敗｢米歳出強制削減｣の回避に失敗｢米歳出強制削減｣の回避に失敗した事案。このまま 3/1 から

防衛費や教育・福祉予算などが削られると、IMFIMFIMFIMF は米経済成長率がは米経済成長率がは米経済成長率がは米経済成長率が 0.50.50.50.5％落ちると予測％落ちると予測％落ちると予測％落ちると予測している。

週末の米国市場の株価はダウ、ナスダックとも下がっておらず、ドル高/円安も進行しているが、

相場にとっては大きな不安定要因相場にとっては大きな不安定要因相場にとっては大きな不安定要因相場にとっては大きな不安定要因の出現の出現の出現の出現であることは間違いないであることは間違いないであることは間違いないであることは間違いない。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕 

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

2 月 25 日 \4,793 31 \4,818 45 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

2 月 26 日 \4,714 -93 \4,729   

2 月 27 日 \4,754 40 \4,763 34 

2 月 28 日 \4,756 2 \4,775 12 

3 月 1 日 \4,703 -53 \4,718 -57 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『次の焦点は NY 金が 1500 ドルを維持できるか、割り込む事があ

るかに掛かっている。しかし金市場の水面下では、かなりの異常事態が起きている模様で、1 週

間で ETF 残高が 50 トン減り、一方で現物を集めているところがある。よって大暴騰前の急落で

あることは、間違いないだろうと見ている』とコメントした。 

今週の相場展開は、おおよそ 4,7004,7004,7004,700 円台でのもみ合い円台でのもみ合い円台でのもみ合い円台でのもみ合いといった情勢。 

 

高値では 4,800 円台もあったし、安値では 4,700 円割れもあったが、4,692 円（2/21）は割り

込まず。 

チャートでは、ちょうど一目均衡表の雲の位置であり、11 月、12 月の押しの場面と同様のラ

インまでは来ている。相対力指数は 40 ポイント台でのもみ合いだ。 

 

さてここが買い場なのか、それとももう一段安があるかだが、すぐに買われた場合はまだ戻さてここが買い場なのか、それとももう一段安があるかだが、すぐに買われた場合はまだ戻さてここが買い場なのか、それとももう一段安があるかだが、すぐに買われた場合はまだ戻さてここが買い場なのか、それとももう一段安があるかだが、すぐに買われた場合はまだ戻

り売りを浴びるのではあるまいか。戻してもり売りを浴びるのではあるまいか。戻してもり売りを浴びるのではあるまいか。戻してもり売りを浴びるのではあるまいか。戻しても 4,9004,9004,9004,900 円辺りは、戻り売りを浴びそうだ円辺りは、戻り売りを浴びそうだ円辺りは、戻り売りを浴びそうだ円辺りは、戻り売りを浴びそうだ。 

逆に一段安に突っ込んだ場合は、焦らずにもう逆に一段安に突っ込んだ場合は、焦らずにもう逆に一段安に突っ込んだ場合は、焦らずにもう逆に一段安に突っ込んだ場合は、焦らずにもう 2222 週間ほど様子を見たいチャートだ。いずれ週間ほど様子を見たいチャートだ。いずれ週間ほど様子を見たいチャートだ。いずれ週間ほど様子を見たいチャートだ。いずれ

にせよ、にせよ、にせよ、にせよ、3333 月月月月中中中中には良い買い場が来ているのではないかとには良い買い場が来ているのではないかとには良い買い場が来ているのではないかとには良い買い場が来ているのではないかと考えるからだ考えるからだ考えるからだ考えるからだ。 

 

相場が調整局面を終えてまた上昇に転じれば、…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \5,065 2 月 7 日 \3,885 6 月 4 日 \\\\4,7934,7934,7934,793    

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \5,069 2 月 7 日 \3,886 6 月 4 日 \4,703 

2013 年 6 月 \4,023 6 月 27 日 \5,068 2 月 7 日 \3,940 7 月 24 日 \4,703 

2013 年 8 月 \4,224 8 月 29 日 \5,873 2 月 7 日 \4,166 9 月 3 日 \4,707 

2013 年 10 月 \4,404 

10 月 29

日 

\5,077 2 月 7 日 \4,330 11 月 6 日 \4,710 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\5,081 2 月 7 日 \4,502 

12 月 25

日 

\4,715 

2014 年 2 月 \\\\4,7594,7594,7594,759    2222 月月月月 26262626 日日日日    \\\\4,8104,8104,8104,810    2222 月月月月 27272727 日日日日    \\\\4,6964,6964,6964,696    3333 月月月月 1111 日日日日    \4,718 

        

    さて、急騰していた頃に、まだまだ上がると煽っていたゴールドマンサックスはゴールドマンサックスはゴールドマンサックスはゴールドマンサックスは、人を二階に
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上げてはしごを外した。新たに出した金価格見通しを下方修正し、今後今後今後今後 3333 ヵ月平均ではヵ月平均ではヵ月平均ではヵ月平均では 1825182518251825 ドドドド

ル→ル→ル→ル→1615161516151615 ドルへ、年間平均をドルへ、年間平均をドルへ、年間平均をドルへ、年間平均を 1800180018001800 ドル→ドル→ドル→ドル→1550155015501550 ドルへ、ドルへ、ドルへ、ドルへ、2014201420142014 年年間平均を年年間平均を年年間平均を年年間平均を 1750175017501750 ドル→ドル→ドル→ドル→1450145014501450 ドドドド

ルルルルに大幅下方修正に大幅下方修正に大幅下方修正に大幅下方修正。 

その理由を、①米景気回復、②欧州債務問題のリスク低下、③その理由を、①米景気回復、②欧州債務問題のリスク低下、③その理由を、①米景気回復、②欧州債務問題のリスク低下、③その理由を、①米景気回復、②欧州債務問題のリスク低下、③FRBFRBFRBFRB 関係者が景気刺激策につ関係者が景気刺激策につ関係者が景気刺激策につ関係者が景気刺激策につ

いて柔軟性を高める姿勢を示している・・・などを背景に米実質金利が緩やかに上昇する見通いて柔軟性を高める姿勢を示している・・・などを背景に米実質金利が緩やかに上昇する見通いて柔軟性を高める姿勢を示している・・・などを背景に米実質金利が緩やかに上昇する見通いて柔軟性を高める姿勢を示している・・・などを背景に米実質金利が緩やかに上昇する見通

しにあるためとしたしにあるためとしたしにあるためとしたしにあるためとした。 

 

現在のドル建て金価格は 1570 ドル辺りであるため、散々あおって、結果的に今の価格が適正

だよ！と言っているわけだ。  

何というか、これは彼らのいつもの常套パターンだ何というか、これは彼らのいつもの常套パターンだ何というか、これは彼らのいつもの常套パターンだ何というか、これは彼らのいつもの常套パターンだ。こうして買い方を皆下ろし、その後に

また買った後に、強気のコメントを出して煽るのだろう。 

…中略… 

 

〇NY 金日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 3/13/13/13/1 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、前日比、前日比、前日比、前日比 5.85.85.85.8 ドルドルドルドル安安安安のののの 1572.1572.1572.1572.3333 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。為替は 93.57 円での終了

のため、国内換算では 30 円高である。 

チャートでは 1554.31554.31554.31554.3 ドル（ドル（ドル（ドル（2/212/212/212/21）→）→）→）→1619.71619.71619.71619.7 ドル（ドル（ドル（ドル（2/262/262/262/26）まで）まで）まで）まで 65.465.465.465.4 ドル戻した後、戻り売りドル戻した後、戻り売りドル戻した後、戻り売りドル戻した後、戻り売り

を浴びている格好だ。 

目先の買い転換のためには、1620 ドルと来る必要があるし、1554 ドルを割り込むと倍返しの

下げで 1500 ドル割れが目標になるだろう。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 2/2/2/2/26262626 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは…中略… 

    

またまたまたまた 2/2/2/2/15151515 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、すぐの戻りはもう一度売られるだろう。出来れば一時的にでも一

段安をしての底入れが望ましく、月内に良い買い場が来るものと想定している。焦らず、買い場

を探すのが良いだろう。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

2 月 25 日 \4,841 -31 \4,928 10 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

2 月 26 日 \4,726 -163 \4,761   

2 月 27 日 \4,773 47 \4,802 41 

2 月 28 日 \4,774 1 \4,813 11 

3 月 1 日 \4,708 -66 \4,744 -71 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『NY プラチナが 1600 ドルを割るようなら、もう一段安が

あるだろう。今はギリギリ踏みとどまっている展開だ。しかしそれでも、金よりも逆ザヤになる

事態は避けられるのではあるまいか。当面は、突っ込み買い、戻り売りの相場と見る』とコメン

トした。 

今週の相場展開は、4,8004,8004,8004,800 円を挟んでのもみ合い円を挟んでのもみ合い円を挟んでのもみ合い円を挟んでのもみ合い。 

 

金が大きく崩れた事から連れ安となったプラチナは、結果、5,3005,3005,3005,300 円（円（円（円（2/82/82/82/8）→）→）→）→4,7254,7254,7254,725 円（円（円（円（2/22/22/22/26666））））

575575575575 円の下落、円の下落、円の下落、円の下落、率にして率にして率にして率にして 10.810.810.810.8％の下落％の下落％の下落％の下落と金を超える下げとなったわけだ。そこからはもみ合い

に入った状態。 

チャートでは、…中略… 

 

今のところ、そのプラチナ独自の材料としては、 

…中略… 

〇ジンバブエ政府が同国最大の白金鉱山会社から土地を接収ジンバブエ政府が同国最大の白金鉱山会社から土地を接収ジンバブエ政府が同国最大の白金鉱山会社から土地を接収ジンバブエ政府が同国最大の白金鉱山会社から土地を接収。 

〇中国の自動車排ガス規制強化に伴う白金の自動車触媒向け需要増加期待が台頭。 

〇今年 1 月の欧州全域の新車販売台数は、前年同月比 8.5％減。16 ヵ月連続の減 

〇南アでスト終結南アでスト終結南アでスト終結南アでスト終結。 

〇NY 市場でのファンドの買い越しは、ファンドの買い越しは、ファンドの買い越しは、ファンドの買い越しは、4444 万万万万 1,4001,4001,4001,400 枚と枚と枚と枚と減少減少減少減少。←New 

  

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \5,247 2 月 7 日 \3,468 7 月 24 日 \\\\4,8414,8414,8414,841    

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \5,255 2 月 7 日 \3,466 7 月 24 日 \4,708 

2013 年 6 月 \3,681 6 月 27 日 \5,267 2 月 7 日 \3,460 7 月 24 日 \4,704 

2013 年 8 月 \3,860 8 月 29 日 \5,274 2 月 7 日 \3,807 8 月 31 日 \4,701 

2013 年 10 月 \3,998 

10 月 29

日 

\5,288 2 月 8 日 \3,933 

10 月 30

日 

\4,720 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\5,300 2 月 8 日 \4,236 

12 月 25

日 

\4,735 

2014 年 2 月 \\\\4,8314,8314,8314,831    2222 月月月月 26262626 日日日日    \\\\4,8704,8704,8704,870    2222 月月月月 26262626 日日日日    \\\\4,7254,7254,7254,725    2222 月月月月 26262626 日日日日    \4,744 

 

なおなおなおなお週末週末週末週末 3/13/13/13/1 のののの NYNYNYNY プラチナは、前日比プラチナは、前日比プラチナは、前日比プラチナは、前日比 10.010.010.010.0 ドル安のドル安のドル安のドル安の 1573.51573.51573.51573.5 ドルドルドルドル。円安のため、国内換算で
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は 36 円高である。 

チャートは、すチャートは、すチャートは、すチャートは、すでにでにでにでに 1600160016001600 ドル台ドル台ドル台ドル台を割れて底抜け状態を割れて底抜け状態を割れて底抜け状態を割れて底抜け状態。1500 ドル辺りまでの下落はあっても全

然おかしくない格好であるが、国内相場ではその時の為替が問題となるだろう。 

 

〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、4,744 円（プラチナ）－4,718 円（金）＝26262626 円円円円。 

 

286286286286 円（円（円（円（2/142/142/142/14）まで開いたところで、天井）まで開いたところで、天井）まで開いたところで、天井）まで開いたところで、天井打ち打ち打ち打ち。上げ相場ではサヤが拡大し、下げ相場でサヤ

が縮小するのは通常のパターンである。 

…中略… 

 

結論として当方の相場観は、プラチナ自体はチャートから一段安の可能性も有り得るだろう。

しかし金とのサヤが、大幅に逆ザヤに進行して行くとまでは考えづらく、ぼちぼちプラチナ買

い・金売りのサヤ取りの仕掛け場が接近しているのではと見る。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  5 月限（当限） 前日比 3 月限（先限） 前日比 

2 月 25 日 \31,990 280 \26,810 60 

2 月 26 日 \31,970 -20 \26,130 -680 

2 月 27 日 \32,270 300 \26,240 110 

2 月 28 日 \32,230 -40 \26,280 40 

3 月 1 日 \32,360 130 \26,520 240 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『現状では買い材料が皆無で、値を消している道中である。もしも今後買わ

れる相場となる場合は、シナの環境問題が市場でクローズアップされ、同国の生産高が激減する

と懸念された場合か』とコメントした。 

今週の相場展開は、26 日に急落した相場が 26,08026,08026,08026,080 円（円（円（円（2/272/272/272/27）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落。しかし週末に掛けて

は 3 日連続の陽線で反転、小戻しした。 

 

チャートではチャートではチャートではチャートでは 28,17028,17028,17028,170 円（円（円（円（2/52/52/52/5）→）→）→）→26,08026,08026,08026,080 円（円（円（円（2/272/272/272/27）まで）まで）まで）まで 2,0002,0002,0002,000 円強の下落円強の下落円強の下落円強の下落。そこから 3 日連

続の陽線は底入れ暗示かもしれず、週明けは円安で更に反発しそうなので、下げ幅の 3 分の 1

戻しは達成するか。 

先週号においては、｢大気汚染、水質汚染によって、シナの穀物生産高は最大で大気汚染、水質汚染によって、シナの穀物生産高は最大で大気汚染、水質汚染によって、シナの穀物生産高は最大で大気汚染、水質汚染によって、シナの穀物生産高は最大で 40404040％落ちるの％落ちるの％落ちるの％落ちるの

ではないかと懸念ではないかと懸念ではないかと懸念ではないかと懸念｣を伝えたが、まだ市場ではそれを材料視しているわけではない。せいぜいが、

3 月からいよいよ始まる天候相場のプレミアムを織り込む動きが出るのか、出ないのか、という

話である。 

 

2 月 22 日に米農務省は、農業観測会議で米国産穀物の需給予想を発表。そのなかでトウモロ

コシの作付面積は作付面積は作付面積は作付面積は 9650965096509650 万エーカー、単収を万エーカー、単収を万エーカー、単収を万エーカー、単収を 163.6B163.6B163.6B163.6Buuuu としたうえで、生産量を史上最高の生産量を史上最高の生産量を史上最高の生産量を史上最高の 145145145145

億億億億 3000300030003000 万万万万 BuBuBuBu と予想と予想と予想と予想。 

…中略… 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \33,900 2 月 5 日 \21,040 6 月 4 日 \32,360 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \33,350 2 月 5 日 \21,490 6 月 18 日 \30,550 

2013 年 9 月 \28,500 8 月 16 日 \29,430 8 月 23 日 \25,510 10 月 1 日 \27,860 

2013 年 11 月 \25,600 

10 月 16

日 

\27,970 2 月 6 日 \24,420 

11 月 14

日 

\26,010 

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\28,170 2 月 5 日 \24,930 

12 月 21

日 

\26,320 

2014 年 3 月 \27,290 2 月 18 日 \27,350 

12 月 18

日 

\\\\26,08026,08026,08026,080    2222 月月月月 27272727 日日日日    \26,520 
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〇シカゴコーン日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 3/13/13/13/1 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、3333 月限月限月限月限でででで 4.754.754.754.75 セントセントセントセント高高高高のののの 724.25724.25724.25724.25 セントでセントでセントでセントでのののの終了終了終了終了。12121212 月月月月限では限では限では限では 0000.25.25.25.25

セント安セント安セント安セント安のののの 555555556666.75.75.75.75 セントセントセントセントである。 

旧穀高の新穀安であり、今は在庫が少ないが、ブラジルなどは増産で、米国の作付面積も多い

というファンダメンタルズを映した逆ザヤ相場である。 

 

チャートチャートチャートチャートでででではははは 746.25746.25746.25746.25 セント（セント（セント（セント（2/12/12/12/1））））→→→→687.25687.25687.25687.25 セント（セント（セント（セント（2/132/132/132/13））））まで下落した後、今度は７ドル

回復という展開だ。ただしこれは、期近のチャートであるため、これを参考に東京の先物相場を

見るのは、本当は正しくない行動だ。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 2/2/2/2/26262626 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、3 月からは押し目買いに再び転換である。ファンダメンタルズは、

ブラジルの増産や米作付面積の増加など弱材料の方が多いと見ているが、それで売られた場面を

今後の円安、天候プレミアムの台頭を期待して買う相場であろう。最終的には、シナの環境材料

を期待しているわけだが。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

2 月 25 日 \60,700 400 \52,790 -510 

2 月 26 日 \59,710 -990 \50,710 -2080 

2 月 27 日 \59,920 210 \50,160 -550 

2 月 28 日 \60,120 290 \50,780 620 

3 月 1 日 \61,150 940 \50,900 120 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『55,000 円台を天井とした戻り売り相場の範疇にいると考えているものの、

大きく突っ込んだ場合はシナの環境問題に期待して、買いを考えても面白いか。要は宝くじのよ

うな考え方ではあるが』とコメントした。 

今週の相場展開は、週前半（特に 26 日は急落）の下落で 50,15050,15050,15050,150 円（円（円（円（2/282/282/282/28）まで値を消した）まで値を消した）まで値を消した）まで値を消した

相場が、週末には小反発して終了。 

 

チャートでは、チャートでは、チャートでは、チャートでは、55,45055,45055,45055,450 円（円（円（円（2/62/62/62/6））））→→→→50,15050,15050,15050,150 円（円（円（円（2/262/262/262/26）まで）まで）まで）まで 5,0005,0005,0005,000 円以上の急落。円以上の急落。円以上の急落。円以上の急落。1 月から 7,000

円の上昇を果たした相場は、一気にほぼ往って来いの状況となったわけだ。 

よほどの買い材料が出ない限りは、…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \62,820 2 月 6 日 \41,750 6 月 4 日 \61,150 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \58,190 2 月 7 日 \44,400 6 月 18 日 \55,810 

2013 年 8 月 \48,020 8 月 16 日 \58,400 2 月 7 日 \47,500 

11 月 13

日 

\56,830 

2013 年 10 月 \47,220 10 月 16 日 \57,960 2 月 6 日 \46,920 

10 月 16

日 

\57,660 

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \55,450 2 月 6 日 \48,450 1 月 9 日 \51,210 

2014 年 2 月 \53,000 2 月 18 日 \53,300 2 月 22 日 \\\\50,15050,15050,15050,150    2222 月月月月 28282828 日日日日    \50,900 

 

〇シカゴ大豆日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 3/13/13/13/1 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、3333 月限で月限で月限で月限で 9.759.759.759.75 セントセントセントセント安安安安のののの 1414141466664.504.504.504.50 セントセントセントセント。11111111 月限月限月限月限はははは 1.751.751.751.75 セントセントセントセント

高高高高のののの 1212121266661.251.251.251.25 セントセントセントセント。 

 大きく逆ザヤなのは、今は在庫が少ないが、ブラジルは大増産、米国の作付面積増も確実視さ

れているためだ。 

 

 東京が 55,000 円まで駆け上がった時でさえ、｢今年の穀物相場には妙味がない今年の穀物相場には妙味がない今年の穀物相場には妙味がない今年の穀物相場には妙味がない｣というのが基

本スタンスだったわけだが、ほとんど強材料が無いから、今後も懸念が全くゼロというわけでも

ない。それがシナの汚染シナの汚染シナの汚染シナの汚染問題だ問題だ問題だ問題だ。 

 一部では同国の穀物生産高は 40％低下するとの観測もあるわけで、それがクローズアップさ
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れた場合は、穀物相場に激震が走る可能性もゼロではないわけだ。もっとも今は、誰もそんな事

を言ってはいないが。 

相場というものは、所詮はファンダメンタルズで動く部分はせいぜい 20％で、あとの 80％は

気の部分。どっかで騒がれれば、何かが起きるかもしれない。それに賭けるのが相場師だ。つい

でに、仕込んだ後に｢大変だ！大変だ！｣と情報を流すわけだが…（笑） 

 

そう言う意味では、底値に近そう言う意味では、底値に近そう言う意味では、底値に近そう言う意味では、底値に近くくくくなったと考えられる場面では、敢えて悪目なったと考えられる場面では、敢えて悪目なったと考えられる場面では、敢えて悪目なったと考えられる場面では、敢えて悪目買いをするのも有買いをするのも有買いをするのも有買いをするのも有

効だろう。結果は、神のみぞ知るだ。効だろう。結果は、神のみぞ知るだ。効だろう。結果は、神のみぞ知るだ。効だろう。結果は、神のみぞ知るだ。    

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 2/2/2/2/26262626 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、そろそろ突っ込みは買いで入りたいところであるが、このまま戻

したのでは、再度の戻り売りを浴びるだろう。買い仕掛けを考えてはいるものの、焦らずに、も

う一段の押し目を待ちたいところである。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  3 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

2 月 25 日 281.3 -0.9 298.4  

2 月 26 日 272.5 -8.8 289.8 -8.6 

2 月 27 日 270.1 -2.4 288.2 -1.9 

2 月 28 日 275.2 5.1 293.0 4.8 

3 月 1 日 267.0 -8.2 284.1 -8.9 

先週号においては『337.8 円で大天井を打った相場である。戻しても 300 円～310 円台がせい

ぜいだろうし、それすら無理な可能性もある。相場は完全に壊れてしまっただろう』とコメント

した。    

今週の相場展開は、一段と下落した相場が週末には 283.0283.0283.0283.0 円（円（円（円（3/13/13/13/1）まで記録）まで記録）まで記録）まで記録。今週もまた 10

円ほど安値を更新し、天井からの下げは 54.8 円幅に拡大した。 

 

320320320320 円を割り込んで円を割り込んで円を割り込んで円を割り込んで一気に崩れた一気に崩れた一気に崩れた一気に崩れた相場は、売りが売りを呼ぶ展開相場は、売りが売りを呼ぶ展開相場は、売りが売りを呼ぶ展開相場は、売りが売りを呼ぶ展開。前述のとおりチャートでは、チャートでは、チャートでは、チャートでは、

337.8337.8337.8337.8 円（円（円（円（2/62/62/62/6）→）→）→）→283.0283.0283.0283.0 円（円（円（円（3/13/13/13/1）までで）までで）までで）までで 54.854.854.854.8 円の下げ円の下げ円の下げ円の下げとなっているとなっているとなっているとなっている。 

終わった相場なのだから、何らかの新たな買い材料が出ない限りは、戻り売りしかなかろう。

ゴム相場の場合は、上げも下げもあまり値頃で判断しない方が良い。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 3 月 253.5 9 月 25 日 316.6 2 月 6 日 240.0 

11 月 12

日 

267.0 

2013 年 4 月 262.1 

10 月 26

日 

323.9 2 月 6 日 241.8 

11 月 12

日 

270.0 

2013 年 5 月 259.7 

11 月 27

日 

329.0 2 月 6 日 245.6 

11 月 29

日 

273.0 

2013 年 6 月 286.0 

12 月 21

日 

334.1 2 月 4 日 276.1 276.1 276.1 276.1 3333 月月月月 1111 日日日日    277.1 

2013 年 7 月 316.3 1 月 28 日 337.8 2 月 6 日 279.2 279.2 279.2 279.2 3333 月月月月 1111 日日日日    280.1 

2013 年 8 月 301.0 2 月 25 日 302.1 2 月 25 日 283.0 283.0 283.0 283.0 3333 月月月月 1111 日日日日    284.1 

 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、3 月限 267.0 円～8 月限 284.1 円と 17.117.117.117.1 円円円円のののの順順順順ザヤザヤザヤザヤ。また順ザヤ幅が拡大して

いるが、これはファンドファンドファンドファンドのののの投げ投げ投げ投げ終了で終了で終了で終了で、、、、今度は期近の投げも出ているためだろう今度は期近の投げも出ているためだろう今度は期近の投げも出ているためだろう今度は期近の投げも出ているためだろう。 

 

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略… 

  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、1/31 現在で 1,528 トン増の 8,790 トン。2 旬連続の増加であり、入庫が

多かった。 
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上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略… 

 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、23,000 元台まで下落中。一度下げ止まっても良いところだが、完全に崩れ

たことには変わりはない。 

 

さて、予想通りに戻したのは週初めのさて、予想通りに戻したのは週初めのさて、予想通りに戻したのは週初めのさて、予想通りに戻したのは週初めの 302.1302.1302.1302.1 円のみ円のみ円のみ円のみ。その後はファンドの投げ売りで、値を

消す一方の相場となったわけだ。 

とにかく現状では、タイ政府タイ政府タイ政府タイ政府もももも 3333 月末時点で月末時点で月末時点で月末時点で市場介入を市場介入を市場介入を市場介入を打ち切る打ち切る打ち切る打ち切る予定予定予定予定であり、そうなると今

度はその古いゴムが市場に出てくるわけだ。前々から言っているが、在庫は誰が持っていても在

庫だ。 

    

 結論として当方の相場観は、天井を打った相場は底するまで下がるのが、相場の定説である。

その底は打ってみなければ誰にも判らない。戻り売り一貫の相場であろう。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

今週の原油の値動き 

  2 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

2 月 25 日 \65,520 40 \64,050 580 

2 月 26 日 \65,220 -300 \62,270 -1780 

2 月 27 日 \85,120 -100 \61,330 -940 

2 月 28 日 \65,190 70 \61,040 -290 

  3 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

3 月 1 日 \61,370 -630 \60,180  

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『内外とも天井を付けた可能性が高いと見る。来週前半に大きく切り返さな

い限りは、戻り売り相場が続くだろう。6 万円辺りまでの下落があるのが自然だと見る』とコメ

ントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 90.0490.0490.0490.04 ドル（ドル（ドル（ドル（3/13/13/13/1））））まで下落。前日までの 92 ドルどころでも下

げ止まらず、90 ドル割れも視野に入ってきた展開である。 

 

先週号において『内外とも天井を付けた可能性が高い』としたが、一段と値を消す格好となっ

てきているわけだ。 

ただしここからは、さすがにもう売れないかただしここからは、さすがにもう売れないかただしここからは、さすがにもう売れないかただしここからは、さすがにもう売れないか。底抜けして 85 ドル辺りまでの下落の可能性も

否定はしないが、…中略… 

 

また週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは 110110110110 ドル台ドル台ドル台ドル台、、、、ドバイ原油もドバイ原油もドバイ原油もドバイ原油も 105105105105 ドル台ドル台ドル台ドル台まで下落である。相変

わらず NYNYNYNY 原油原油原油原油に対する上ザヤ推移となっているに対する上ザヤ推移となっているに対する上ザヤ推移となっているに対する上ザヤ推移となっているが、同様にが、同様にが、同様にが、同様に下落している情勢だ下落している情勢だ下落している情勢だ下落している情勢だ。 

週末の NY 原油は上記のとおり安値は 90.04 ドルであり、終値は前日比 1.37 ドル安の 90.6890.6890.6890.68

ドルドルドルドル。ただし円安であるため、国内換算では下がらぬが。 

下げた原因は、米財政強制削減措置からの景気悪化観測米財政強制削減措置からの景気悪化観測米財政強制削減措置からの景気悪化観測米財政強制削減措置からの景気悪化観測。シナの景気低迷も拍車をかけてい

るが、株式市場が下がっていないところを見ると、これはやはり投げであろう。 

 

2/2/2/2/26262626 現在のファンドのポジショ現在のファンドのポジショ現在のファンドのポジショ現在のファンドのポジションはンはンはンは、…中略… 

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

東京原油東京原油東京原油東京原油はははは、21 日の急落後、今週もまた 26 日に急落し、その後も断続的に下がって週末は

59,93059,93059,93059,930 円（円（円（円（3/13/13/13/1）まで記録）まで記録）まで記録）まで記録。先物引き継ぎ足ではあるが、6 万円の大台も一時割り込んだわけだ。 

 

2/132/132/132/13 の高値の高値の高値の高値 66,46066,46066,46066,460 円円円円→→→→59,93059,93059,93059,930 円までは、円までは、円までは、円までは、6,5306,5306,5306,530 円の下落円の下落円の下落円の下落である。一目チャートを見れば、こ

れでもまだ下げ余地があるように見える。だから戻りは、また売られるのだろうだから戻りは、また売られるのだろうだから戻りは、また売られるのだろうだから戻りは、また売られるのだろう。 

 

下げ相場に、あまり理屈を付けてもしょうがない。…中略… 
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なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 2 月 \53,910 9 月 3 日 \67,160 2 月 12 日 \50,290 9 月 21 日 \\\\65,19065,19065,19065,190    

2013 年 3 月 \52,040 10 月 1 日 \67,510 2 月 13 日 \50,610 

11 月 12

日 

\61,370 

2013 年 4 月 \51,740 11 月 1 日 \67,320 2 月 13 日 \50,390 

11 月 12

日 

\61,230 

2013 年 5 月 \54,860 12 月 3 日 \66,830 2 月 12 日 \52,370 

12 月 11

日 

\60,960 

2013 年 6 月 \58,080 1 月 4 日 \66,690 2 月 13 日 \57,320 1 月 8 日 \60,630 

2013 年 7 月 \62,910 2 月 1 日 \66,460 2 月 13 日 \\\\60,18060,18060,18060,180    3333 月月月月 1111 日日日日    \60,410 

2013 年 8 月 \\\\60,56060,56060,56060,560    3333 月月月月 1111 日日日日    \\\\60,58060,58060,58060,580    3333 月月月月 1111 日日日日    \\\\59,93059,93059,93059,930    3333 月月月月 1111 日日日日    \60,180 

  

結論として当方の相場観は、当面の目標値には達したため、ここからの安値を売ると顎を刺さ

れる危険はあるものの、戻りは売りだろう。買い相場も値頃感無用だっただけに、売り相場も値

頃感は無用であろう。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  3 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

2 月 25 日 \79,430 430 \80,490 1050 

  4 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

2 月 26 日 \79,460 -1590 \78,390  

2 月 27 日 \78,550 -910 \77,400 -990 

2 月 28 日 \76,730 -1820 \75,300 -2100 

3 月 1 日 \75,960 -770 \74,350 -950 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『82,000 円で天井を打った相場だろう。しばらくは戻り売り一貫で、ひと

まずの狙いは 73,000 円～74,000 円辺りだろうと読む』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けこそ戻したものの、その後はまた急落が始まり、週末には安値で

74,00074,00074,00074,000 円まで下落円まで下落円まで下落円まで下落。音を立てて崩れるような展開となった。 

 

周りの外務員仲間を見渡すと、週末辺りは特に阿鼻叫喚の状況であった。こちらとしては、先

週号で｢ひとまずの狙いは 73,000 円～74,000 円辺りだろう｣とコメントしているわけで、82,00082,00082,00082,000

円で天井を打った相場が、予定通りに下げてきただけの話円で天井を打った相場が、予定通りに下げてきただけの話円で天井を打った相場が、予定通りに下げてきただけの話円で天井を打った相場が、予定通りに下げてきただけの話というところだ。 

 

ここからは調子に乗って叩くと、一発 2,000 円高とかの急反騰で顎を刺される場面もあろう。

しかし天井を打った相場は、底を打つまで下がるのは道理で、まだ底ではないだろう。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 3 月 \64,510 8 月 27 日 \79,830 2 月 12 日 \61,020 9 月 21 日 \\\\79,43079,43079,43079,430    

2013 年 4 月 \63,400 9 月 26 日 \82,550 2 月 13 日 \62,560 11 月 6 日 \75,960 

2013 年 5 月 \65,180 

10 月 26

日 

\82,380 2 月 13 日 \62,490 11 月 6 日 \75,780 

2013 年 6 月 \67,980 

11 月 26

日 

\82,250 2 月 12 日 \66,480 

12 月 10

日 

\75,460 

2013 年 7 月 \69,810 

12 月 26

日 

\82,280 2 月 13 日 \69,640 

12 月 26

日 

\75,010 

2013 年 8 月 \76,550 1 月 28 日 \82,250 2 月 13 日 \\\\74,49074,49074,49074,490    3333 月月月月 1111 日日日日    \74,810 

2013 年 9 月 \\\\78,93078,93078,93078,930    2222 月月月月 26262626 日日日日    \\\\79,12079,12079,12079,120    2222 月月月月 26262626 日日日日    \\\\74,00074,00074,00074,000    3333 月月月月 1111 日日日日    \74,350 

 

3/13/13/13/1 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略… 

  

2/2/2/2/23232323 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、天井からの暴落は、ひとまずの目標値に達した。しかし戻りはま

た売られるだろう。来週は、逆張り乱高下に入るものと想定している。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  3 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

2 月 25 日 \77,490 80 \77,420 730 

  4 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

2 月 26 日 \75,500 -1900 \76,180  

2 月 27 日 \74,260 -1240 \75,110 -1070 

2 月 28 日 \73,210 -1050 \72,840 -2270 

3 月 1 日 \72,720 -860 \72,000 -840 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『戻り売りの展開は続くだろう。次週は 9 月限が発会するが、本当の底打ち

は 11 月限発会辺りまで先になる事だろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けこそ戻したものの、その後はまた急落が始まり、週末には安値で

71,66071,66071,66071,660 円まで下落円まで下落円まで下落円まで下落。まさに音を立てて崩れるような展開となった。 

 

82,00082,00082,00082,000 円で天井を打った円で天井を打った円で天井を打った円で天井を打ったとして来た相場は、すでに 1 万円を超える下げである。まさに大暴

落であるが、先週号でも｢天井を打ったのだからそのうち 7 万円辺りまでは下げるだろう｣とコメ

ントしていたわけで、ある意味この暴落は必然だったという状況であるある意味この暴落は必然だったという状況であるある意味この暴落は必然だったという状況であるある意味この暴落は必然だったという状況である。 

    

とにかく散々需給逼迫を騒がれたわけだが、今ではもうすでに韓国からの緊急輸入で解消済み。

東北はまだ大雪で大変そうだが（ウチの実家も大変）、もうすぐ春の不需要期はやって来るわけ

だ。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 3 月 \67,500 8 月 27 日 \81,900 2 月 12 日 \64,080 11 月 6 日 \\\\77,49077,49077,49077,490    

2013 年 4 月 \64,320 9 月 26 日 \81,700 2 月 12 日 \62,960 11 月 6 日 \72,720 

2013 年 5 月 \64,410 

10 月 26

日 

\81,240 2 月 12 日 \62,530 11 月 6 日 \71,970 

2013 年 6 月 \67,680 

11 月 26

日 

\81,460 2 月 12 日 \64,690 

12 月 11

日 

\71,670 

2013 年 7 月 \68,440 

12 月 26

日 

\81,700 2 月 12 日 \68,040 

12 月 26

日 

\71,670 

2013 年 8 月 \74,200 1 月 28 日 \82,030 2 月 12 日 \\\\71,41071,41071,41071,410    3333 月月月月 1111 日日日日    \71,710 

2013 年 9 月 \\\\76,55076,55076,55076,550    2222 月月月月 26262626 日日日日    \\\\76,98076,98076,98076,980    2222 月月月月 26262626 日日日日    \\\\71,66071,66071,66071,660    3333 月月月月 1111 日日日日    \72,000 

  

3/13/13/13/1 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 

 

2/2/2/2/23232323 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

   

 結論として当方の相場観は、だいぶ目標値に近づいて来ているものの、明確な底打ち完了のサ

インは出ていない。それまでは、戻り売りを継続する相場であろう。 
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〔〔〔〔為替為替為替為替〕〕〕〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

 94.94.94.94.53535353 円（円（円（円（2/2/2/2/25252525））））の円安を記録した日は、爆弾が破裂したかのような大陰線が入ったわけだが、

週末の NY 市場では 93939393 円台半ば円台半ば円台半ば円台半ばまでは戻しており、もみ合いが続いている情勢だ。 

…中略… 

 なお来週の主な予定は、 

4 日（月）日銀総裁候補、黒田氏の衆院所信聴取日銀総裁候補、黒田氏の衆院所信聴取日銀総裁候補、黒田氏の衆院所信聴取日銀総裁候補、黒田氏の衆院所信聴取、ユーロ圏財務相会合、 

FRBFRBFRBFRB 副議長、副議長、副議長、副議長、FRBFRBFRBFRB 理事、元理事、元理事、元理事、元 FRBFRBFRBFRB 議長の講演議長の講演議長の講演議長の講演 

5 日（火）日銀副総裁候補、岩田氏・中曽氏の衆院所信聴取、 

中国全国人民代表大会（全人代）開幕 

6 日（水）スペイン財政収支（12 月）、 

7 日（木）日銀政策委金利発表日銀政策委金利発表日銀政策委金利発表日銀政策委金利発表、白川日銀総裁の記者会見、 

     BOE 政策金利発表、ECB 政策金利発表、ドラギドラギドラギドラギ ECBECBECBECB 総裁の記者会見総裁の記者会見総裁の記者会見総裁の記者会見、 

米米米米 FRBFRBFRBFRB、金融機関のストレステストの結果公表、金融機関のストレステストの結果公表、金融機関のストレステストの結果公表、金融機関のストレステストの結果公表 

8 日（金）日本 GDP・2 次速報（第 4 四半期）、米雇用統計（米雇用統計（米雇用統計（米雇用統計（2222 月）月）月）月） 

 などとなっている。太字は注目。 

 

〇ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

 127.69127.69127.69127.69 円（円（円（円（2/62/62/62/6））））→→→→118.70118.70118.70118.70（（（（2/252/252/252/25）までの調整幅は、）までの調整幅は、）までの調整幅は、）までの調整幅は、8.998.998.998.99 円円円円。ドル/円相場よりも、調整は大

きくなっている。 

 ドイツ、フランスへの配慮という事か。 

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

1.371 ドル（2/1）→1.3021.3021.3021.302 ドルドルドルドル（（（（2/2/2/2/26262626）までドル高）までドル高）までドル高）までドル高////ユーロ安ユーロ安ユーロ安ユーロ安が進んだが進んだが進んだが進んだわけだ。これではドル

建て商品価格の下落も必然だ。…中略… 

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


